
令和7年度目標

前年度までの実績

前年度（令和6年度）の課題

改善策　令和4年度から令和8年度までの5年間とする。

※毎年度進捗状況を評価し、プログラムの充実・改善を行う

・耐震診断実施者へ電話での耐震化促進

・耐震改修事業者リストの公表

・固定資産税の納税通知に耐震に関するチラシを同封

・広報紙に町補助事業を掲載

・NPO法人と連携し、耐震フォーラムを実施

・改修事業者に対する耐震改修工法等に係る説明会を奈良県

と共催で実施

前年度（令和6年度）の取組実績

自

己

評

価 耐震化の必要性を涵養させるために、左記の取組

を継続して実施する。さらに、耐震改修事業費補

助制度の改正（補助限度額及び補助率の引き上げ

等）を検討し、耐震改修の実施を促進する。

耐震診断の実施件数に対して、耐震改修の実施件

数が１割程度となっている。電話や相談会でのヒ

アリングから、耐震診断実施者が耐震改修の実施

に踏み切れない要因として、耐震改修工事費が高

額であること等が挙げられる。

　このアクションプログラムは、王寺町耐震改修促進計

画（令和4年4月改定）の第5章2(4)に位置付ける。

　３　取組期間

王寺町　耐震化緊急促進アクションプログラム

【財政的支援】

ⅰ)耐震診断員派遣事業を実施（無料）

ⅱ)特殊建築物等耐震診断補助を実施

ⅲ)耐震改修費（耐震シェルター設置含む）補助を実施。

【普及啓発等】

ⅰ)住宅所有者に対する直接的な耐震化促進

　・木造住宅所有者への戸別訪問等を実施

ⅱ)耐震診断実施者に対する耐震化促進

　・耐震診断結果報告時に耐震改修を促す

　・耐震診断後一定期間経過しても耐震改修を行っていない者に

　　対してDM等による耐震改修を促進

ⅲ)改修事業者の技術力向上等

　・改修事業者に対する耐震改修工法等に係る説明会を奈良県と

　　共催で年１回以上実施

　・耐震改修事業者リストを作成し公表等を実施

ⅳ)一般への周知普及

　・住民を対象とした耐震フォーラムを年１回以上実施

　・広く一般の住民に対して、広報紙等を通じて耐震改修の必要性に

　　ついて周知

【補助事業実施件数】

・耐震診断　　　　　：8件

・特殊建築物耐震診断：戸建て住宅1件

　　　　　　　　　　　多数の者が利用する建築物1件

・耐震改修　　　　　：3件

・耐震シェルター　　：3件

・ブロック塀等撤去　：10件

【令和6年度までの累計申請件数】

・耐震診断：69件

　（王寺町耐震改修促進計画策定前の実績を合わせると89件）

・耐震改修：10件

・ブロック塀等撤去：24件

　住宅・建築物の耐震化を緊急的に促進するため、

　王寺町耐震化緊急促進アクションプログラム（以下

「アクションプログラム」という。）を王寺町耐震改修

促進計画（令和4年4月改定）に位置づけ、住宅・建築

物の耐震化に取り組む。

　このアクションプログラムは、住宅・建築物所有者の

経済的負担の軽減を図るとともに、耐震診断から耐震改

修工事までを円滑に進められるよう、相談体制の構築や

住民への普及啓発の実施等により、住宅・建築物の耐震

化を加速化させることを目的とする。

　なお、このアクションプログラムに基づき、毎年度、

耐震化に係る取組を実施し、その進捗状況を把握・評価

するとともに、プログラムの充実・改善を図るもの。

計

画

令和7年度取組内容

　４　取組内容・目標・実績　１　目的

　２　位置付け


